
1 

 

清
純 

礼
節 

理
智 

勇
気 

 

 

生徒心得  

～志高く、明るく爽やかな生徒の育成のために～ 

 

 

                                          

                                 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 
 

福岡県立嘉穂東高等学校 

生徒部   



2 

 

令和８年度 福岡県立嘉穂東高等学校 校則（生徒心得）に関する内容 

福岡県立嘉穂東高等学校                            

生 徒 部  

 本校生は、常に、本校の教育目標に示すところに従い、自主・自立の精神を発揮し、正しい行動をとおして

健全な個性の伸長を図り、健全な学校を創ることを心掛けること。 

１ 服装・容儀 

 （１）服装の意義は次のとおりとする。 

① 社会的なマナーや礼儀、ＴＰＯに応じた判断力を養うため。 

② 集団の一員としての自覚や規範意識を育て、学校の秩序を保つため。 

③ 安全で適切な学習環境を維持し、自己管理能力（身だしなみ・清潔感）を高める。 

 （２）制服は、次のとおりとすること。 

   ① 制服は夏服、冬服ともに本校指定のものを着用し、ジャケットのボタンは留める。 

② セーターは本校指定の紺色 V ネックセーターのみ許可する。 

   ③ 創立記念式典の際は夏服に、入学式・卒業式の際は冬服に統一し、靴下は白とする。 

ただし、原則としてセーターは着用しないこととする。  

   ④ 校外での学校行事などの場合は、原則として制服を着用する。 

   ⑤ 休日に部活動等で登校するときも、制服を着用する。 

ただし、部活動での登校は、校名入りのジャージ等を許可する。 

（３）校章及び学年章は、常に所定の位置に着用し、私物のピンバッジ・ブローチ等は着用しない。 

 （４）アームカバーは華美でなく、制服との調和がとれたものとし、登下校時のみ着用を許可する。日傘に

ついても登下校時のみ使用を許可する。 

（５）防寒着類の着用は、次のとおりとすること。 

① 防寒着は、本校の許可する条件を満たすものとする。 

② 着用期間は定めず、原則として校舎内では着用しない。  

   ③ サマーカーディガンは学校指定のセーターもしくは、黒・紺・グレーの単色、無地、装飾（胸元の

ワンポイント、編み模様、ラメ入り等）のないものでサイズが適切で大きすぎないものとする。 

④ マフラー、ネックウォーマーは、色の指定はしないが、制服との調和のとれたものを着用する。   

ただし、全体がファー素材のものや、極端に長いものは禁止する。  

⑤ ストッキング・タイツは、華美でなく制服と調和のとれたものとする。 

⑥ フード付き衣類を制服上着の下に着用することは禁止する。 

 （６）靴下は単色で華美でないものとし、くるぶしよりも下のソックス及びルーズソックスは着用を禁止と

する。 

 （７）靴は、華美でなく、制服との調和がとれたものとする。 

 （８）校舎内では、指定の色の上靴を着用する。 

（９）夏服の下に着用する肌着は、白・ベージュ・グレー・黒の無地またはワンポイントまでとする。また、

プリント柄やストライプ柄等の透けて見える肌着は着用を禁止する。 

 （10）やむを得ない理由によりで規定外の服装をする場合は、「異装許可書」を申請し、許可を受けなけれ

ばならない。 

 （11）頭髪について 

① 清潔感があり、奇抜でない髪形とし、整髪（セット）や加工はしない。常に清潔・端正・活動的

であるように心がける。 

② 染色・脱色・パーマは禁止する。 

③ 整髪料は、寝癖を直すなど身だしなみを整える程度とする。 

④ 髪が目にかからず、顔の表情がわかるように調髪する。 

⑤ 髪が肩以上に伸びた場合は、華美でなく装飾のないゴムで結髪する。 

⑥ 髪の結び方は、正面から結び目が見えないなど、清潔感があり装飾性のないものとする。 

 （12）化粧（リップ・日焼け止めは色がついているもの）や装飾品（イヤリング、ピアス、ネックレス、カ

ラーコンタクトレンズ等）は禁止とし、穴を空けた時点で指導対象とする。 
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（13）ズボンについては、学校指定のズボンを着用すること。また、腰より下げて履くことは禁止とし、裾    

がほころびていないものとする。 

（14）ズボン着用時は必ずベルトをつけること。ベルトは黒・紺・茶色を基本とし、革製・布製どちらでも 

構わないが、網状のものは禁止とし、華美な金属・メッキ装飾（ハトメ金具や突起物等）のないもの 

とする。 

 （15）スカートについては、長さは膝が隠れる程度とし、学校指定のスカートまたは学校の許可を受けたも 

の（譲り受けたものや中学校の制服な場合など）を着用すること。また、ウエストを折り曲げず、折 

り曲げた跡が残らないように着用する。  

 （16）通学には指定カバン又はリュックサックを使用すること。ただし、リュックサックは華美でなく、制

服との調和がとれたものとする。 

（17）本校の制服〔冬服 夏服〕 

〔冬服〕                〔夏服〕 

   

 （18）冬服着用時の制服の下に着るものの条件 

①色が華美でないこと。 

②襟元から見えないものを着用すること（ハイネック、タートルネックは禁止）。 

③ジャージの襟を立てず、寝かせた状態で着用する着ることは禁止する。 

④学生服の袖から下に着ているものが見えないようにし、制服の下に着用するシャツの裾はズボン又は

スカートの中に入れる。 

⑥タイツ、スパッツ、ジャージ、スウェット類を履く場合は、裾から見えないようにする。 

２ 登校・下校 

 （１）午前８時４０分までに登校する。 

 （２）登下校の際は、本校生としての自覚と誇りを持ち、交通マナーを遵守する。 

 （３）遅刻する場合は、速やかに担任教師に届け出る。 

 （４）登校後は、正課の時間帯に無断で校外に出てはならない。なお、やむを得ず外出するときは、担任の

許可を受け、常に外出許可証を携帯する。 

 （５）部活動及び生徒会活動等で、下校時間以降も居残る場合は、顧問教師または担当教師の許可を得る。 

 （６）全校生徒の完全下校時間は午後８時００分とする。 

３ 携帯品 

（１） 学校生活に不必要なものは、持参しない。やむを得ず貴重品を持参するときは、担任に預ける等、そ 

の保管には十分に留意する。 

（２）携帯品には、すべて学年、組、氏名を明記する。 

（３）教科書類は、指定のカバン又はリュックサックに入れて登下校する。 

（４）携帯電話・スマートフォンについては、緊急時の連絡で必要となる場合があるため、校内への持ち込

みは許可するが、使用は禁止とする。 

４ 授業 

 （１）家庭における十分な予習・復習を基礎にして、真摯な態度で授業に臨む。 

 （２）校内にいながら、やむを得ない理由で授業に出席できないときは、事前に担任ならびに授業担当の  

許可を得る。 
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５ 欠席・忌引・早退など 

 （１）病気その他の理由で遅刻、欠席する場合は、保護者等から連絡（ＨＰまたは電話）をする。 

（２）インフルエンザ等感染症のある病気による欠席は、受診を証明できる書類を添付して、「出席停止願」

を提出する。 

 （３）考査期間中の病気による欠席は、診断書を添付して、「考査欠席願」を提出する。 

 （４）忌引の場合は、その旨を明記して届け出る。 

【忌引による公認欠席日数】 

    父母―７日、祖父母―３日、曾祖父母―１日、兄弟姉妹―３日、叔父叔母―１日 

 （５）登校後、病院その他の理由で早退を希望する場合は、事前に保護者等から電話連絡をする。 

６ 掲示 

 （１）ポスター等の広告類を掲示するときは、生徒部に届け出て、許可印を受け、所定の場所に掲示する。 

 （２）掲示物を無断で破棄したり、汚損したりしない。 

 （３）掲示の期間が終了したときは、速やかに後始末をする。 

７ 教室・備品・設備の使用 

 （１）校舎その他の施設・設備及び、教具・樹木などを愛護する。もし、不注意で破損させたときには、速

やかに担任教師に届け出て、その指示を受ける。ただし、故意による場合は、原則として弁償とする。 

（２）職員室への入室は、定められた区域のみとし、それ以外への立ち入りは禁止する。 

（３）職員室・事務室の電話を使用するときは、職員の許可を受けて使用する。 

 （４）職員室その他の場所に備え付けられている備品は無断で持ち出さない。 

 （５）休日の校舎、グラウンド、体育館の使用については、事前に担任教師または顧問教師に届け出る。 

８ 遺失・拾得物 

  遺失物または拾得物は、速やかに担任教師または担当教師に届け出る。 

９ 礼儀 

 （１）教職員、来客に対しては挨拶をし、礼を失しない。 

 （２）生徒間においても、常に互いに挨拶をかわすように努める。 

 （３）男女間の交際は、常に明朗かつ健全であるように心がける。 

１０ 考査 

 （１）考査に際しては、次の各項に従い、不正行為または不正行為と疑われるような行為はしない。 

  ① 座席は廊下側から、出席番号に着席する。 

  ② 机の中には一切の物品を入れない。なお、所持品はカバンに入れ、廊下に整理整頓して置く。 

  ③ 机上には、必要な筆記用具以外出さない。 

  ④ 考査中に物品の賃借はしない。 

  ⑤ 携帯電話及びスマートフォンは、電源を切ってカバンに入れ廊下に置く。教室への持込は禁止する。 

  ⑥ 考査中に教室を出てはならない。ただし、緊急の場合は、監督教師に申し出て、指示を受けることと

する。 

１１ 部活動 

 （１）文化部・体育部に加入した者は、部活動の主旨にもとづき、主体的に心身の鍛練に取り組む。 

 （２）考査前１週間から考査終了までは、原則として部活動は禁止する。 

 （３）部室は原則放課後のみ使用とし、必要な物品以外は保管しない。 

１２ 防災 

   不測の事態に備え、常日頃から防災に対する意識を高め、迅速に対処して身の安全を確保できるように

心がける。 

１３ 校内美化 

 （１）常に校内美化に努め、住みよい環境づくりを心がける。 

 （２）清掃道具は大切に取り扱い、使用後はよく整頓する。 

１４ その他の学校生活 

 （１）校内における無用の場所及び危険な場所に立ち入らない。 
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 （２）玄関からの出入りは遠慮する。 

 （３）校内では、駆け足、高声、口笛その他の喧騒にわたらないこと。 

 （４）集会に際しては、速やかに集合して自発的に主催者に協力し、その目的が十分に果たされるように努

める。 

 （５）諸証明書の交付を希望するときは、午前中に申込用紙を事務室に提出し、午後に受け取る。 

 （６）食堂の利用は、昼食時間に限る。食堂での作法は礼を失しないように心がける。 

 （７）校内で許可無く物品などの販売をしない。 

１５ 校外生活 

 （１）保護者等に無断で外泊しないこと。 

 （２）夜間外出は慎む。やむを得ず外出するときは、保護者等またはその代理人の同伴を求めること。 

   ※ 午後１１時以降の高校生だけの外出は、県の条例により、理由を問わず補導の対象になること。 

 （３）射幸性の高い娯楽施設（パチンコ、ギャンブル施設等）への立ち入りは禁止する。また、ゲームセン

ターやカラオケなどの遊技施設の利用は、節度を持って行うこと。 

 （４）校外における各種団体に加入するときは、原則として担任教師に届け出ること。 

 （５）本校生以外の友人との交際は、常に本校生としての立場をわきまえること。 

 （６）校外において、警察官、補導員、他校職員から、補導されたときは、素直に従うこと。 

 （７）アルバイトは、原則として禁止とすること。ただし、特別な事情がある場合は、保護者連署の届けを   

担任教師に提出すること。 

１６ 車両の利用 

 （１）自転車通学について 

① 自転車通学を希望する者は、係教師に届け出て鑑札を受けること。 

② 安全のためヘルメットを必ず着用し、自動車保険に加入すること。 

③ 交通ルールを遵守すること。 

④ 雨天時はレインコートを着用し、傘差し運転はしないこと。 

⑤ 校内では自転車を降りて押して移動し、必ず施錠して指定場所に駐輪すること。 

 （２）原動機付自転車、自動二輪車及び自動車について 

   ① 運転免許取得は禁止とする。特別な事情のある場合は、保護者等連署の上、担任教師に届け出る  

こと。 

   ② ３年生で就職・進学が内定した者に限り、自動車学校への入校を条件付で認めること。希望する者

は、保護者等連署の上、担任教師に届け出る。なお、入校時期については、就職内定者は２学期期

末考査後（１２月上旬）から、進学内定者は冬休みからとする。ただし、自動車学校を卒業した場

合であっても、運転免許の取得は本校卒業式以降とする。 

１７ その他 

 （１）次に掲げる行為は厳に慎むこと。 

   ① 飲酒 

   ② 暴力行為 

   ③ いじめ 

   ④ その他の破廉恥行為 

   ⑤ 政治活動 

 （２）生徒相互の間で、金銭・物品の賃借をしないこと。 

 （３）校内外において事故が起こったときには、速やかに担任教師に届け出ること。 

 

以上の校則に違反した場合は、その内容に応じて指導を行い、必要に応じて相応の措置を講じる。 


